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豆
、
利
用
圃
害
の
内
容

岡
崎
本
館
の
本
年
度
の
利
用
冊
数
は
間
十
二
高
七
千
三
百
五
十
三
一
m

初
で

あ
っ
て
‘
一
自
の
利
用
品
削
教
は
卒
均
千
三
百
五
十
七
冊
、
一
人
平
均
の
利

用
冊
数
は
二
・
一
冊
で
あ
る
c

い
ま
之
ぞ
園
番
の
種
別
で
示
せ
ば
共
の
遇

め
で
あ
る
。

-

線

記

歴
史
地
務

自
然
科
感

一

、

概

況

昭
和
二
十
七
年
度
の
府
立
園
書
館
は
開
設
以
来
の
未
曾
有
の
活
況
ぞ
呈

し
に
。
本
館
、
市
内
の
三
分
館
.
地
方
の
六
分
館
の
利
用
者
数
の
総
計
は

戦
前
の
本
館
利
用
者
数
の
一
ニ
倍
に
及
ん
で
ゐ
る
。
但
利
用
者
の
増
加
に
拘

ら
宇
館
員
数
の
増
加
が
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
奉
仕
活
動
に
多
く
の
困
難

を
感
じ
に
。

昭
和
二
十
七
年
七
月
よ
り
園
部
地
方
分
館
、
北
桑
地
方
分
館
、
木
津
地

方
分
館
を
新
設
し
た
。

約
十
八
高
人
と
推
定
せ
ら
れ
る
。

=
、
利
用
者
〈
本
館
並
に
市
内
三
分
館
)

本
年
度
の
利
用
者
組
教
は
三
十
一
寓
二
千
九
百
九
十
六
名
で
、
咋
年
度

に
比
し
三
十
一
-
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
で
あ
る
。

昭
和
十
二
年
(
験
前
最
高
)

昭
和
二
十
五
・
年
度

昭

和

二

十

六

年

度

昭

和

二

十

七

年

度

田
.
京
都
市
内
四
館
の
利
用
者
の
内
語

一
本
鈴
一
河
原
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分
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一
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伏
見
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館
一
上
京
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館
一

利
用
者
数
一
-
一
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一
三
一
克
一
一
一
一
如
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思
思
豆
、
宅
七
一
着
、
活
一

一

日

-

H

-

n
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開
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回
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一
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二
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一
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八
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一

一

人

一

人

一

人

一
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一

一
日
平
均
一
六
五
五
一
一
一
一
九
一
一
五
O
一

八

五

一

戎
に
以
上
の
数
字
を
男
女
別
に
見
る
と

一
本
館
一
向
原
町
分
鎗
一
伏
見
分
館
一
上
京
分
館
一

男

一

七

一

%

一

八

八

%

一

七

O
M
N
一
七
九
%
一

女
一
二
九
%
一
一
二
%
一
=
一
O
M
N
一
一
一
一
%
一

次
に
之
を
職
業
別
に
見
る
と

一
本
鎗
一
河
原
町
分
銭
一
伏
見
分
館
一
上
京
分
館
一

一

鍍

一

一

九

M
m

一
玄
二
%
一
ニ
O
豆
-
七
%
一

事

生

一

八

一

%

一

四

八

%

一

八

O
M戸一

λ
三
笠

向
曲
学
生
の
種
別
は
岡
崎
本
館
の
調
査
に
よ
れ
舷

大

事

生

二

九

%

高

校

生

中

筆

生

了

八

%

小

準

金

一
一
一
九
、
ニ
O
一
名

二
三
五
、
七
回
一
名

二
三
五
、
五
六
O
名

三
一
二
、
九
九
六
名

-z.館
外
貸
出
掛
識
(
貸
出
期
間
一
ク
月
)
ハ
郡
部
ぞ
劃
象
と
す
る
荷
動
〉

従
来
岡
崎
本
館
附
属
の
貸
出
文
庫
係
ぞ
経
て
、
各
種
文
化
闇
体
に
、
期

限
一
月
間
の
長
期
闇
体
貸
出
を
賓
施
し
て
来
た
が
、
峰
山
、
宮
津
、
綾
部

園
部
、
北
桑
、
木
津
の
六
地
方
分
館
の
開
設
に
よ
り
.
貸
出
冊
数
を
著
し

t
激
増
す
る
に
至
つ
七
。

昭

和

二

十

五

年

度

二

九
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九
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七

勝

昭
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年
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四

五
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四

七

知

昭

和

二

十

七

年

度

六

一

、

二

八

O

新

此
等
の
長
期
貸
出
の
書
籍
は
貸
出
期
間
中
に
概
お
三
人
の
利
用
者
の
手

を
経
る
歌
況
で
あ
る
か
ら
、
昭
和
二
十
七
年
度
の
長
期
貸
出
利
用
者
数
は

四
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八
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凌

業
文

事

児

童

書

-一・二%

二
・
三
%

了
O
M
N

番

街

語

事

務
聞
雑
誌

回
二
一
%

=一・
O
M
'

丸
・
九
%

八
、
讃
害
相
談
奉
仕
の
克
費

従
来
も
読
書
相
談
の
奉
仕
は
不
完
全
な
が
ら
行
は
れ
て
ゐ
七
が
，
二
十

七
年
十
月
よ
り
讃
書
相
談
室
を
新
設
し
.
専
任
の
司
書
を
置
い
て
之
に
あ

に
ら
せ
る
こ
と
じ
し
た
。
開
始
以
来
の
相
談
件
数
は
一
二
千
八
百
件
だ
あ
っ

て
、
一
日
平
均
約
二
十
八
件
で
あ
る
。

の千六
増五昭
加古和議
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そ'つに
のて於
内、け
謬咋る
ぞ年府
示度立
せ末園
ばに書

立
高背任
一数
千は

/、-
百十

十寓
冊四

一
八
一
一
、
九
五
二
級

一
九
、
一
四
二
勝

三
、
九
一
一
冊

問
、
五
O
六
冊

二
、
九
四
九
滞

こ
、
五
七
二
冊

ご
、
五
七
二
冊

-
一
、
五
七
二
知

一
、
一
一
七
冊

一
、
一
-
七
冊

一
、
一
一
七
婿

こ
ニ
四
、
五
二
七
勝

丸

、

児

童

室

近
来
事
校
画
書
館
が
著
し
く
充
貸
せ
る
と
並
行
し
て
、
見
震
室
の
利
用

も
増
大
し
た
。
附
涯
の
小
曲
申
校
児
童
中
よ
り
園
書
委
員
を
選
ん
で
、
園
書

室
の
運
営
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
ゐ
る
。
本
年
度
中
の
利
用
人
員
は
一
高

九
千
九
百
六
十
一
名
で
、
男
女
の
比
率
は
男
五
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
女
四

十
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

七
、
開
架
室
の
利
用
獄
況

現
在
開
架
せ
る
書
籍
は
基
本
圃
書
並
に
利
用
頻
度
の
多
い
国
書
で
あ
っ

τ‘
新
聞
雑
誌
と
共
に
一
般
利
用
者
の
自
由
利
用
に
供
さ
れ
て
ゐ
る
。
開

架
冊
数
の
内
講
を
示
せ
ば

児

童

室

率

生

妥

一

般

傍

覧

室

十

、

分

館

ハ
一
)
河
原
町
分
館

昭
和
二
十
四
年
六
月
の
開
設
に
し
て
、
京
都
の
繁
華
街
河
原
町
通
に
位

置
し
.
丸
善
量
一
面
庖
の
地
階
約
三
十
坪
を
利
用
し
て
ゐ
る
。
議
書
は
小
説
と

随
筆
と
新
聞
雑
誌
に
限
り
、
そ
の
内
容
も
常
に
新
陳
代
謝
を
は
か
つ

τゐ

る
。
哉
書
は
約
四
千
冊
で
開
架
し
て
居
る
o
席
は
約
五
十
人
分
あ
る
が
常

に
満
員
の
盛
況
で
あ
る
。
本
年
中
の
利
用
者
数
三
寓
九
千
四
百
四
名
で
あ

っ
て
、
撃
生
以
外
の
一
般
人
の
利
用
が
多
く
五
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
め

，。。

約

二

千

紛

約
二
千
五
青
島
刷

約

七

千

加

〈
ニ
)
伏
見
分
館
〈
昭
和
二
十
五
年
二
月
創
設
〉

伏
見
地
区
は
岡
崎
本
館
よ
b
約
八
粁
を
距
て
.
分
館
の
荷
う
使
命
は
大

き
い
。
現
在
は
伏
見
信
用
金
庫
の
二
階
約
六
十
坪
を
借
用
し
て
ゐ
る
a

本

年
度
の
利
用
者
数
は
回
宙
開
二
千
九
百
七
十
七
名
で
、
そ
の
八
十
バ

1
セ
ン



ト
は
曲
申
生
で
あ
る
。

ご
一
一
)
上
京
分
館
〈
昭
和
二
十
六
年
四
月
創
設
〉

上
京
地
直
も
岡
崎
本
館
よ
り
距
離
遠
く
、
分
館
の
充
賓
の
必
要
が
感
ぜ

ら
れ
る
。
現
在
の
分
館
は
紫
郊
舎
館
の
一
-
室
を
借
用
し
て
閲
覧
室
と
し
て

ゐ
る
。
現
在
の
議
書
は
ク
ル

i
ガ
文
庫
を
合
し
て
約
三
千
冊
で
あ
る
。
部

屋
の
狭
小
の
た
め
読
書
並
に
閲
覧
席
の
増
加
が
出
来
な
い
紙
況
で
あ
る
。

本
年
度
の
利
用
者
は
二
寓
四
千
二
百
四
十
六
名
で
あ
る
。

(
四
)
地
方
分
館

昭
和
二
十
五
年
七
月
綾
部
、
宮
津
、
峰
山
の
三
地
方
分
館
が
護
足
し
、

昭
和
二
十
七
年
七
月
更
に
園
部
、
北
桑
、
木
津
の
三
地
方
分
館
が
開
設
せ

ら
れ
た
。
此
等
の
地
方
分
館
は
地
域
内
の
公
民
館
、
婦
人
舎
、
青
年
金
も

そ
の
他
の
文
化
圏
休
に
劃
し
て
三
十
冊
乃
至
五
十
冊
の
圏
体
貸
出
(
期
間

一
タ
月
)
に
行
う
も
の
で
あ
っ
て
そ
の
利
用
圏
体
裁
は
本
年
度
千
六
百
六

十
六
圏
休
の
多
舎
に
上
つ
七
。
叉
そ
の
貸
出
品
開
教
は
五
世
間
二
千
六
百
五
十

一
冊
じ
謹
し
に
。
今
そ
の
内
課
を
示
せ
ば
次
の
遜
で
あ
る
。
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、

四

豆

七

峰

山

地

方

分

館

三

六

O

一
四
、
五
五
二

国

部

地

方

分

鎗

}

九

四

四

、

-

一

一

六

北

桑

地

方

分

館

一

四

五

三

、

九

八

三

木

縁

地

方

分

館

二

六

一

四

、

五

二

九

総

計

一

、

大

六

六

五

二

、

六

五

一

そ
の
貸
出
品
川
教
は
八
千
六
百
二
十
九
冊
で
あ
っ
た
。
利
用
圏
体
の
A
T
撒
は

京
都
市
内
で
あ
っ
て
、
そ
の
他
は
近
郊
の
農
村
地
直
で
あ
る
。

品
開
本
年
度
盲
人
圃
書
約
二
百
知
念
新
規
購
入
し
て
府
立
音
感
校
巳
委
託

し
て
府
下
の
一
般
盲
人
に
利
用
ぜ
し
め
る
こ
と
、
し
た
。

十

=

‘

経

費

本
年
度
諸
経
費
は
約
登
千
五
百
世
間
固
に
し
て
、
そ
の
内
欝
は
人
件
費
約

九
百
禽
圏
、
国
書
購
入
費
約
参
百
八
拾
寓
圏
、
そ
の
他
約
武
百
武
拾
寓
固

で
あ
つ
に
。

常
二
十
八
年
三
月
末
現
在
の
館
員
は
主
事
十
八
名
腫
二
十
二
名
傭
人
一

名
臨
時
居
五
名
で
あ
る
。

'.. 

十
-
、
本
箆
附
属
費
出
文
庫

本
年
度
に
於
け
る
文
庫
の
利
用
圏
体
裁
は
二
百
三
十
三
富
体
に
し
て
、


